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１．研究計画の概要 
世界各地の発光生物から単離、同定された

生物発光プローブ群は細胞内カルシウム量
の変動、細胞内タンパクのリン酸化、エネル
ギーであるＡＴＰの分布或いは遺伝子の転
写活性の測定など、細胞内に起きるさまざま
な現象をイメージングする手段として有用
である。更なる生物発光系発光・蛍光プロー
ブを探索するためには世界の発光生物を収
集、物質レベルのデータベース化する必要が
ある。本研究では、これまでの調査研究や世
界的な生物研究者のネットワークの情報を
基に、ニュージーランドの発光貝ラチア、オ
ーストラリアのアラキノカンパ（俗称ツチボ
タル）、中国雲南省の星虫及び発光ミミズ、
ベルギー王国の発光クモヒトデ、発光サメな
どのサンプルを確保、遺伝子やタンパク質群
のバンク化を進める。 

 
２．研究の進捗状況 
これまでの 3年間で、５カ国で発光生物の

情報収集、野外観察、及びサンプル採取を行
った。具体的には、 
（1）中国雲南省の発光生物の野外調査：
2007-2009年度まで中国科学院昆明動物研究
所の Andy Liang教授と星虫、発光ミミズ、
発光甲虫の野外調査を雲南省全土で実施、多
くの発光甲虫の観察、採取し、一部サンプル
をバンク化した。現在、日本国内にて遺伝子
の抽出等を行っている。しかしながら、星虫、
発光ミミズの採取には成功していない。 
（2）米国での発光生物情報収集：2007-2009
年度までハーバード大学 Hastings 教授、ウ
ッズホール海洋研究所下村博士らと面談、世
界各地の発光生物に関する情報収集を行っ

た。 
（３）ニュージーランドの発光貝の野外調
査：2008 年度ニュージーランドハミルトン
市周辺で発光貝ラチアを採取、サンプル収集
した。今後、バンク化する予定である。併せ
てニュージーランドのアラキノカンパの生
息調査を行った。 
（４）ベルギー王国の発光クモヒトデの調
査：2009 年 6，9 月にはベルギー王国ルーベ
ン大学の Jerome Mallefet 教授の研究室にて
飼育されるクモヒトデを観察、一部のサンプ
ルを収集した。なお、Mallefet 教授より未解
明発光生物の一つである発光サメの収集が
可能であるとの情報を得、次年度以降に調査
を行う予定である。 
（５）オーストラリアのアラキノカンパの野
外調査：22010 年 2 月オーストラリア国ブリ
スベン市周辺をクイーンズ大学 David 
Merritt 博士の指導のもと調査した。山間部
の水辺でアラキノカンパ（俗称ツチボタル）
を観察、収集した。サンプルが十分確保でき
なかったことから次年度も調査を行う予定
である。 
なお、連携研究者として大場信義博士（元
横須賀博物館）、呉純博士（産業技術総合研
究所）が参加した。また、これまで採取した
発光甲虫の遺伝子解析等や発光プローブに
関する論文、さらには野外調査の成果に関す
る経験を伝える啓蒙書を等を出版した。 

 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進んでいる。 
 当初ターゲットにした発光生物の確保、ま
た、データベース化のための量を確保するた
めのルート作りには成功した。最も大きな点
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は調査対象国に人的ネットワークを構築で
きた点である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
これまで通りの方針で研究を進める。特に、
オーストラリアのアラキノカンパ（俗称ツチ
ボタル）、中国雲南省の星虫及び発光ミミズ、
ベルギー王国の発光クモヒトデ、発光サメな
どのサンプルを確保を行う。また、別予算を
確保し、プローブ化するための研究を重点的
に実施する。 
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